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表-1.1 PC 鋼棒の JIS 規格値 4) 

0.2％永久伸び
に対する荷重

N/mm2(kgf/mm2)

引張り強さ

N/mm2(kgf/mm2)
伸び

（％）

リラクセー
ション値*1

（％）

A種 2号 SBPR 785/1030 785(  80)以上 1030(105)以上 5以上 4.0以下

1号 SBPR 930/1080 930(  95)以上 1080(110)以上 5以上 4.0以下

2号 SBPR 930/1180 930(  95)以上 1180(120)以上 5以上 4.0以下

C種 1号 SBPR 1080/1230 1080(110)以上 1230(125)以上 5以上 4.0以下

下以0.40801/039NDPBS

下以5.20801/039LDPBS

下以0.40221/0801NDPBS

下以5.20221/0801LDPBS

下以0.40241/5721NDPBS

下以5.20241/5721LDPBS

注）*1：リラクセーション値は、耐力の最小値の70％の荷重に対する1000時間リラクセーション値。

1220(125)以上

1420(145)以上

種類 記号

丸棒 B種

異形棒

B種

C種

D種

5以上

5以上

5以上

1号

1号

1号

930(  95)以上

1080(110)以上

1275(130)以上

1080(110)以上

 

表-1.2 PC 鋼材の種類 4)  

法方造製名品製

圧延鋼棒 （熱間圧延丸鋼）－ストレッチング－ブルーイング

熱処理鋼棒
①（熱間圧延丸鋼）－焼入れ・焼戻し
②（熱間圧延丸鋼）－引抜き－焼入れ・焼戻し

引抜鋼棒 (熱間圧延丸鋼）－引抜き－ブルーイング

図-1.1 ねじ転造加工による強度低下の例 6) 
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一般の PC 鋼棒には、両端に定着具の取付け用に転造ねじが加工されているもの以外に、

鋼棒の全長にわたってねじ状のリブが形成される総ねじ鋼棒がある。  

転造ねじと異なり、総ねじ鋼棒のねじ状リブは熱間加工時に成形しているため、ねじ加工に

よる強度低下はないとされている。総ねじ鋼棒は、主にグランドアンカーや架設材(図-1.2)

の一部として使用されている事例が多い 7),8)。 

 

 

(1) ブラケットへの使用例 

 

 

(2) PC げた吊り装置への使用例 

 

図-1.2 総ねじ PC 鋼棒の架設材としての使用例 8) 
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図-1.3 アークストライクによる破断面と金属組織 1)

 

 

 

 

図-1.4 アークストライク径と強度低下の傾向 8)
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(2) 角度定着特性 8) 

 PC 鋼棒は、通常、鋼棒の端部等でねじ式の定着部が設けられ、それらを介して鋼棒に引

張力が伝達される。 

 このとき、PC 鋼棒はその特性から純粋な軸引張力に対しては高い強度を有するが、曲げ

やせん断力が同時に作用する条件では純粋な軸引張の場合に比較して低荷重で破断するこ

とが知られている。 

 PC 鋼棒の転造ネジによる加工部を用いて定着する場合、定着部で角度をもって引張荷重

を作用させると鋼棒およびねじ部には純粋な軸引張力以外に、曲げ応力が作用することの影

響もあり引張強度が低下することが知られている(図-1.5)。

 

 

 

図-1.5 曲げ引張試験における強度低下率 6) 
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総ネジ PC 鋼棒の角度定着（図-1.6）については、ねじ形状が転造ねじの PC 鋼棒のそれに

比べて緩やかであるため、定着部のナット首下部で生じる PC 鋼材の屈曲による影響は転造

ねじの場合に比べて少ないと考えられている。しかし角度定着によって生じる局部曲げの程

度は、定着角度、PC 鋼材の拘束状態、荷重の種類(例えば、衝撃荷重など)によっても異な

り、基本的に種類によらず PC 鋼棒には曲げが作用しない条件での引張荷重を負担させるこ

ととなっている。 

本研究では、総ねじ鋼棒についても角度定着の影響について検討した。 

 

 

図-1.6 角度定着試験結果（角度定着 10°の場合のナット首下部の歪み）8)
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